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洗浄とは…

『洗浄』
⇒ １．༂඾などで洗いすすぐこと。
２．洗い清めること。ಝに心身を洗い清めること。

『ೖ常的な洗浄』
手を洗う
体を洗う
食器を洗う それぞれの洗剤はどんなもの？
衣ྪを洗う
車を洗う
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洗浄剤を決定するᙲእ

༹々な条件を基にどんな仕༹にするか決定する。

１．洗浄の対象・・・《何を洗うのか？》
⇒ 対象を傷める෼質は使༽できない。

２．汚れの対象・・・《何をཚとしたいのか？》
⇒ 対象によって使༽する成෾を決定する。

３．洗浄๏๑ ・・《どのような作༽によって洗うのか？》
⇒ 加えることのできるྙ、෼質によってೳౕを決定する。
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ᣚᠾဇ洗剤の条件

ཛ೸洗剤の仕༹の条件とは？

１．洗浄の対象・・・
⇒ 搾೗機器のライン಼、タンク಼
（ステンレス、ガラス、プラスチック、ゴム）

２．汚れの対象・・・
⇒ 対象಼に残った牛೗成෾

３．洗浄๏๑ ・・
⇒ ླྀ水、シャワーなどによる自ಊ機械洗浄
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成分 牛乳 乳石 処理

水分 ８７％ ５％

脂肪 ４％ １０％ アルカリ性

蛋白質 ３％ ３５％ アルカリ性

乳糖 ５％

灰分 １％ ５０％ 酸性

ཅ乳の成分とその構成
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໋分ኵ成

成分 牛乳 乳石 処理

䡲䢕䡸䡯䢍 ０．２％ ２５％ 酸性

リン ０．２５％ ２０％ アルカリ性

䢋䡴䢚䢄䡸䡯䢍 ２．５％ 酸性

鉄 ０．１％ 酸性

ナトリウム ０．０５％ ２．４％ 酸性
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⇒汚れによってどの洗剤で洗浄するのか
⇒牛೗構成෾のཀྵ解
⇒正しい洗剤の使い෾け

◎脂๳・蛋白 ⇒ アルカリ洗剤
◎灰෾ ⇒ 酸性洗剤

ೖ常の手ൊき(෈完全な洗浄、෈న切な洗剤の使༽)
をすると少しづつ汚れが蓄積され頑固な汚れとなり
ます。

ཅ乳による汚れの本ឋをჷりましょう
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←酸 性→ ←弱 酸 性→ ←中 性→ ←弱 ｱ䢕 䡲䢔→ ←ｱ䢕 䡲䢔 性→

pH 0 1  2   3  4 5 6  7   8  9 10  11  12  13   14

ᳪ᳂(ペーハー): 水እイオン指数

ｐＨ７を中心に値が大きくなればアルカリのೳౕ(強さ)、
小さくなれば酸のೳౕ(強さ)が大きくなります。
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ppmᲴ水のᄒ度
᳸アメリカᄒ度による水ឋの判定基準᳸

Ტᄒ度ᲩppmᲣᲷᲢカルシウムᄒ度ᲣᲥᲢマグネシウムᄒ度Უ

ppm 水質

０～４０ きわめて軟水

４０～８０ 軟水

８０～１２０ やや軟水

１２０～１８０ やや硬水

１８０～３００ 硬水

３００以上 きわめて硬水
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ᣚᠾ洗剤の使ဇに᧙して
᳸洗剤の使ဇ方法᳸

アルカリ洗剤 酸性洗剤 殺菌剤

使用目的 脂肪・蛋白の除去
灰分（Ｃａ・Ｍｇ）

の除去
細菌の殺菌

使用頻度 搾乳時毎回 3日に1回 搾乳時毎回

使用䡷䡮䡴䢕 搾乳後水洗いの後 アルカリ洗浄後 搾乳前
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アルカリ洗剤 酸性洗剤 殺菌剤

使用濃度 0.5%
200ppm
（300倍）

使用温度
60～70℃

※終了時40℃以上
常温（水道水）

洗浄時間・
水量

機械メーカーの設定に従う
（定期的なチェックは必要）

ᣚᠾ洗剤の使ဇに᧙して
᳸効果ႎな使ဇ方法᳸
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ᣚᠾ洗剤の使ဇに᧙して
᳸その他ᙀឱ事᪮᳸

アルカリ洗剤 酸性洗剤 殺菌剤

使用期限 6ヶ月 12ヶ月 3ヶ月（5ヶ月）

比重
（20℃）

1.13～1.16 1.09～1.14 1.05～1.08

液体外観 淡黄色透明 茶褐色透明 淡黄色透明


